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平成28年度～令和２年度の主な取組み
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学力の定着状況①（小学６年）
ЋᶮἶҘ ἶ Ћᶮ ′ ₳᷈ Ӣѝѩ

₳ 29₴↓̊ ↑ Ӣѝ ₳᷈ ἶ Ι ͑

全国学力・学習状況調査

調査区分 国語Ｂ 国語Ｂ

調査年度 H27 H28 H29 H30 H27 H28 H29 H30 Ｒ元 Ｒ２ Ｒ３

県（公立）
平均正答率(％) 72.3 75.0 75 69 69.5 59.5 59 58 65 中止 63

全国（公立）
平均正答率(％) 70.0 72.9

75
(74.8)

71
(70.7)

65.4 57.8
58

(57.5)
55

(54.7)
64

(63.8)
中止

65
（64.7）

県と全国との差
(pt) 2.3 +2.1 0 - 2 4.1 +1.7 +1 +3 +1 中止 - 2

ᾛἶ ₳᷈ ᶮ Ћ₳ɲ᷈ ʤᶥ Ћᶮ₳᷈ ʣ
ᶥ

（注） 令和元年度から「Ａ問題」、「Ｂ問題」の区別がなく、知識と活用を一体的に問う調査問題が出題されている。

調査区分 算数Ｂ 算数

調査年度 H27 H28 H29 H30 H27 H28 H29 H30 Ｒ元 Ｒ２ Ｒ３

県（公立）
平均正答率(％) 74.3 78.2 79 64 47.0 46.7 48 53 68 中止 71

全国（公立）
平均正答率(％) 75.2 77.6

79
(78.6)

64
(63.5)

45.0 47.2
46

(45.9)
52

(51.5)
67

(66.6)
中止

70
(70.2)

県と全国との差
(pt) - 0.9 +0.6 0 0 +2.0 - 0.5 +2 +1 +1 中止 +1
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学力の定着状況②（中学３年）

ЋᶮἶҘ ἶ Ћᶮ ′ ₳᷈ Ӣѝѩ
₳ 29₴↓̊ ↑ Ӣѝ ₳᷈ ἶ Ι ͑

全国学力・学習状況調査

調査区分 国語Ａ 国語Ｂ 国語

調査年度 H27 H28 H29 H30 H27 H28 H29 H30 Ｒ元 Ｒ２ Ｒ３

県（公立）
平均正答率(％) 76.0 77.2 78 76 64.9 67.5 71 60 73 中止 64

全国（公立）
平均正答率(％) 75.8 75.6

77
(77.4)

76
(76.1)

65.8 66.5
72

(72.2)
61

(61.2)
73

(72.8)
中止

65
(64.6)

県と全国との差
(pt) +0.2 +1.6 +1 0 - 0.9 +1.0 - 1 - 1 0 中止 - 1

ʴἶ ₳᷈ ᶮ ἶ Ћ₳ɲ᷈ ʤᶥ

英語β

Ｒ元 Ｒ２ Ｒ３

55 中止 実施無

56
(56.0)

中止 実施無

- 1 中止 実施無

β ⅛╠ ╕∫√ ─
│⁸₈ ↄ↓≤₉₈ ╗

↓≤₉₈ ↄ↓≤₉─ ╩
⇔≡™╢⁹

（注） 令和元年度から「Ａ問題」、「Ｂ問題」の区別がなく、知識と活用を一体的に問う調査問題が出題されている。

調査区分 数学Ａ 数学Ｂ 数学

調査年度 H27 H28 H29 H30 H27 H28 H29 H30 Ｒ元 Ｒ２ Ｒ３

県（公立）
平均正答率(％) 64.4 63.8 66 67 41.3 44.6 49 46 60 中止 56

全国（公立）
平均正答率(％) 64.4 62.2

65
(64.6)

66
(66.1)

41.6 44.1
48

(48.1)
47

(46.9)
60

(59.8)
中止

57
(57.2)

県と全国との差
(pt) 0 +1.6 +1 +1 - 0.3 +0.5 +1 - 1 0 中止 - 1



聞く姿勢

≤ ⇔ ℮≤⅝⁸ ─ ╛ ╩ ╕≢
ↄ↓≤⅜≢⅝╕∆⅛

「当てはまる」と回答した児童生徒の割合

₳ 27₴↓ ᾛἶ 8.1pt ʴἶ 11.5pt Ṕқ ἶ
ֻ Ḩ ỡһ
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香川県学習状況調査
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ḱ ṇ (H29 ṕ ṖḭR2ḭR3שּ )
ẑ ︡ ךּ ḭ ︡ ךּ ︡ ︣

ḱ Ị לּ ḭệ ︣ ḭ ḱ ṇ ︡ צּ
( ךּ ṕ 29 Ṗ Ṗ

ךּ ︢
ḭ ︡שּ ךּ ︢
︡ ḭ ︡ ḭ לּ ︡ לḭּצּ פּךּשּ פּ כֿ צּ טּשּ
︡ ḭ לּ ︡ ḭקּ פּ פּ ḭ ḭ

︢
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כֿ ︡ ︡ ḭּט ︣שּלּ כֿ טּצּ
רּ︣︡ ךּ כֿ ︣ ḭ ḭ ךּ כֿ טּצּ

פּ בֿ ḭ ḭ ḭ ḭ ḭ ךּ ךּ פּ בֿ ︣

令和３年度 スマートフォン等の利用に関する調査（香川県教育委員会）

͒Ἥϊׄ Ѓ ♪ Ҋֻɹ
₳ 29₴↓ ẉ Ћ ̉ᴇ ₴↓ ᾜ
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ἶҘ Ή ꜘ

主な課題

ḱ וֹףּ ḭ ḱ וֹףּ

ḱ וֹףּ ṇ

ḱ ︢ ḭ קּ בֿ נּ
ḱ

ḱ ︢

ḱ וֹףּ ṡ Ṣ

ḱ

ḱ וֹףּ ỔỎở ỔỎở

ḱ ṇ ḱ ṇ

ḱ וֹףּ

学び合いの基盤となる「聞く姿勢」は育っていると考えられるが、「個に応じたきめ細かな
指導」に加えて、「個を活かす協働的な学び」に向けた体制を構築し、引き続き、確かな学力
を育成していく必要がある。

7

まとめ



˲ ר

平成28年度～令和２年度の主な取組み
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暴力行為発生件数（国公私立）の推移

児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査

※暴力行為については、平成27年度に、対象となる行為等の程度が広がり、「激高して教師の足を蹴った」などの文部科学
省が示す例と同等のものも含むといった変更があった。

9

Ҙ ̏ ᾛἶ ̉ᴇϷ₴↓ Ṕқ ʴἶ
ֻ ̏ ₳ 18₴↓̊ ᾜ



いじめ認知件数（国公私立）の推移

児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査

10

̏ ̉
ᴇϷ₴↓

ᾛἶ ѩ
ἶ Ṕқ ʴἶ

ᾜ



ʥ Ѓ ♪ ̉ᴇϷ₴↓ ᾛ ʴἶ Ṕқ ᾜ
ᾛɹ ἶ ֻ
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不登校児童生徒数（国公私立）の推移

児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査



ὑ ᶥ Ѓ
♪ Ҋֻ ᾛἶ

ѧ Ћᶮ₳᷈
ʣᶥ ʴἶ

Ћᶮ₳᷈
3.1ptʤᶥ

全国学力・学習状況調査

12

⌐ ↄ─│ ⇔™≤ ™╕∆⅛

肯定的に回答した児童生徒の割合

※Ｈ30年度は、該当する質問無し。
※R２年度は、新型コロナウイルス感染症の影響により調査無し。

（％）



► ᶥ
Ѓ ♪ Ҋֻ ᾛ
ἶ Ћᶮ₳᷈ Ẏ
ʣᶥ ʴἶ ʤᶥ

全国学力・学習状況調査

13

™∂╘│⁸≥╪⌂ ⅜№∫≡╙™↑⌂™↓≤∞≤ ™╕∆⅛

※R２年度は、新型コロナウイルス感染症の影響により調査無し。

「あてはまる」と回答した児童生徒の割合

（％）



自己肯定感・自己有用感

⌐│⁸╟™≤↓╤⅜№╢≤ ™╕∆⅛

ὑ ᶥ Ѓ ♪
Ҋֻ ₳ 27₴↓

ᾛ ʴἶ Ṕ
қϊׄ ͒

ᾛ ʴἶ Ћᶮ
₳᷈ ʤᶥ
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全国学力・学習状況調査

R２年度は、新型コロナウイルス感染症の影響により調査無し。

肯定的に回答した児童生徒の割合
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˲ ר

主な課題

ḱ ︢

ḱ ︢ ḭ ḱ

ḱ ︣ ḭ ︣
ḭ נּ שּ

ḱּ︢ך ḱ וֹףּ ṇ

ḱ

ḱ ︣ ḱ

社会性や道徳性を養うとともに、命の大切さなどを児童生徒が実感できる道徳教育の充
実を図った。

一方で、依然として課題である子どもたちの自己肯定感・自己有用感の向上や、人生の
重要な視座の確立に繋がる、郷土に対する愛着や誇りの育成に取組む必要がある。

15

まとめ



̱

平成28年度～令和２年度の主な取組み

שּ
ḱ ṇ ṕH29Ṍờ Ṗ

נּ ṡאל קּ ṇ Ṣ
ḱ

ḱ
ḱ נּ

ḱ ︣
ṡ אל Ṣ
ḱ וֹףּ ︣

16



児童生徒の体格・肥満傾向

̱ Ћᶮ ̬
140.7cm (141.5cm 33̬)

̱ 35.2 kg (35.4kg 22̬)
ϊׄЃ 11.08% (9.47% 36̬)
ϊׄЃ 1.98 % (2.76% 18̬)

̱ Ћᶮ ̬
138.5cm (140.1cm 45̬)

̱ 34.8 kg (35.9kg 40̬)
ϊׄЃ 12.03%(14.24% 13̬)
ϊׄЃ 1.35 % (2.76% 4̬)

ᾛἶ ₴ặἧ

ᾛἶ ₴ ἧ

Ћᶮ ϊׄЃ ἧ Ћ ʤᶥ ặἧ Ћ ʣᶥ
ϊׄЃ ἧ ʴἶ ặἧ Ћᶮ₳᷈ ї

令和２年度 学校保健統計調査

̱ Ћᶮ ̬
154.5 cm (155.2cm 41̬)

̱ 48.4 kg (47.9kg 11̬)
ϊׄЃ 9.92 % (8.53% 32̬)
ϊׄЃ 3.29 % (3.20% 30̬)

ʴἶ ₴ặἧ

̱ Ћᶮ ̬
160.1cm (161.4cm 37̬)

̱ 50.1 kg (50.9kg 33̬)
ϊׄЃ 11.37%(12.18% 18̬)
ϊׄЃ 2.86 % (2.99% 33̬)

ʴἶ ₴ ἧ

̱ Ћᶮ ̬
169.7 cm (170.2cm 32̬)

̱ 60.7 kg (60.9kg 29̬)
ϊׄЃ 10.38%(11.54% 11̬)
ϊׄЃ 4.25 %(4.07% 34̬)

₴ ἧ

̱ Ћᶮ ̬
157.3 cm (157.7cm 29̬)

̱ 51.9 kg (51.9kg 29̬)
ϊׄЃ 8.26 % (6.59% 33̬)
ϊׄЃ 2.64 % (3.24% 29̬)

₴ặἧ

17

ϊׄЃ ϊׄЃ ̬ ї ̭



体力・運動能力（Ｔｰスコアβ）

令和３年度 全国体力・運動能力、運動習慣等調査（全数調査）

̱Ҙɵ Ҳ ҘșЋᶮǯ ǠȒǯƲ̱Ҙֻ Ƕᾛἶ ǮǶ ặ
ǯȉǲʤᶥǪǭǋȅǠǓƲʴἶ ǮǶ ặǯȉǲʣᶥǪǭǋȅǠƳ

β県平均値が全国平均値
(50)と比べて、どれくらいの位
置にいるかを示した指標。

18



体力・運動能力（体力合計得点の年次推移）

19

(H27~ờễ)

令和３年度 香川県体力・運動能力調査（全数調査）
令和２年度は、調査中止

̱Ҙɵ Ҳ ҘǲǑǘṞ̑Ҙֻ ǵ ₴ ǵ șȆȒǯƲ ἧǶᾛɵ
ʴɵ ǯȉǲ̭ʤϊׄǮƲặἧǶʴɵ Ǔ ǷǋǮ Ʋᾛἶ Ƕ̭
ʤϊׄǯǱǪǭǋȅǠƳ



̱

主な課題

ḱ ḱ

ḱ ḭ ḭ ︣ ךּ︡

ḱ ︣

ḱ קּ ךּ צּ ḭ ︡
לּכֿךּ ︣

ḱ ︢ ︣ ךּ︡

本県の子どもたちの体力は全国平均並みかやや低い状況が続いており、引き続き体力向上を図る
必要がある。

新型コロナウイルス感染症をはじめ、アレルギー疾患や視力低下、性に関する問題や災害・事故発
生時における心のケアなど、多様化する健康課題にも対応していく必要がある。

20

まとめ



Ϸ ὄⱲ ἶ
平成28年度～令和２年度の主な取組み

ḱṡ Ṣ ṕH29 Ṗ
ḱ וֹףּ (R Ṍ)
ḱ ṡאל קּ Ṣ

צּ
קּ לּ שּ

ḱṡ קּ ṢṕH29 Ṗ שּ
ḱṡ Ṣ ṕH30 Ṗ
ḱ ṇ ṇ

אל ḭ טּ
שּ

ḱ ︡ ḭ
ḱṡ טּ Ṣ ṕR Ṗ

ḭ ṥ Ṧ

ḱ ṇ

ḱ ḱ ︡ וֹףּ

ḱ וֹףּ

ḭ

ḱ
ḱṡ Ṣ ṕR2 Ṗ
ḱ ṡ Ṣ ṕR ṌṖ

ḱ
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教員採用試験 全体※の競争率（採用倍率）の推移

22

Ћᶮ ǲ ᴣⱷ Ǔ ᾜǞƲ ˕ Ί ǓʤǓǪǭǋȒʴƲ ′
Ƕʝὑ ↓ǵ ˕ Ί ș ǞǭǋȅǠƳ

（倍）
β全体・・・小学校、中学校、高等学校、特別支援学校、養護教諭、栄養教諭の合計
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自転車乗用中における事故発生件数
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Џ ἶ ̱ ǵ ӓ ǶƲ₳ 30₴ ǮƲᾛɵʴ
ἶ Ʋ Ʋ ѩ ἶ ǋǡȓȉ100 ǯǱǪǭǋȅǠƳ

公立学校施設の耐震改修状況
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Ϸ ὄⱲ ἶ

主な課題

ḱ טּ ḱ

ḱ וֹףּ קּ

ḱ ḭ

ḱ נּ ḭ

ḱאל ︠ צּ וֹ ךּ ךּ

ḱֿכֿכ ḭךּ ךּ נּ לּ שּ

香川県の教員として、意欲と熱意を持った優秀な人材を確保するとともに、「香川県教員等人材育成
方針」を踏まえた資質向上を図った。また学校の耐震化や老朽化対策についても計画的・着実な実施
に努めた。

引き続き、児童生徒の安全・安心の確保に努めるとともに、新型コロナウイルス感染症など新たな課
題にも対応していく必要がある。

また、より一層、魅力ある優れた教員の確保や資質・能力の向上や、学校における働き方改革を推
進する必要がある。
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̝Ћ̱ ἧ ἶ ṑ

平成28年度～令和２年度の主な取組み

︣
שּ

ḱṡ ḱ ḱקּ פֿ Ṣ
ḱ ṇ
ḱ ṇ וֹףּ Ṅ

שּ
ḱ
ḱּף ︢ ︣

צּ
︡ שּ

ḱṡ פּ Ṣ ḭ פּ
ṇ

ḱ ṕ Ṗ ︢
ḱ וֹףּ פּ

קּ שּ

ḱ ︡ ṡ Ṣ
ḱ ṡּצּפ ︣ ︣

Ṣ
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家で週１回以上本を読んでいる子どもの割合
（読み聞かせを含む）

ᶥ ἧ Ҋֻᾛἶ Ҋ ʴἶ Ҋ
Ҋ ἶ ʣ Ҋֻ
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̝Ћ̱ ἧ ἶ ṑ

主な課題

ḱ ︢ ︣

ḱ ṇ ṇ ṇ

ḱ

ḱ ︡ ḭ ︢

親同士の学びを取り入れたワークショップを行う家庭教育推進専門員による活動は、保護者間の
ネットワークづくりに繋がっている。

一方で、家庭環境の多様化に伴い、子育てについての不安や孤立を感じる家庭、生活習慣の乱れ
などの課題を抱える家庭が増加している。

また、依然として、学校段階が進むにつれて本を読まない割合が高くなっている。

28
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ẉ Ҳ ὕ ṑ

平成28年度～令和２年度の主な取組み

ṇ
︡ כֿ צּ קּ
שּ

ḱ ṇ
ḱ ṇ ṇ

ṇ
ḱ ṇ ḱ ṇ

ṇ ︠
︡ḭ כֿ
צּ קּ שּ

ḱ פּ ḱ
ḱ ṇ
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₴├ ǯǱǪǦ ˬȨɨɱɒɁȭǮǶƲ ǵ ˲șʣᶥȑƲ ֒ ẉǯǱȒ ˲ǵ
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Ћᶮ ἶ ֻ̱ Ẏ̝ǲǫǋǭǶƲЊ Ǔ ᾜǞȅǞǦƳ

国民体育大会総合順位・入賞競技数等の推移

30

アジア競技大会・オリンピック大会での出場者数（香川県出身）
（人）
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6
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8

- - -

オリンピック大会 － －
北京

0
－ － －

ﾛﾝﾄﾞﾝ
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－ － －
ﾘｵﾃﾞ

ｼﾞｬﾈｲﾛ
1

- - - -
東京

7

24
19

23
20 22 20

24
19

15
19 17 18 19

15

80

69

76 76 74 75

67 65

52

63 64

77
79

68

57

74

48 50

70 72

57 45

43
47 50

63

76

68

46

14

16
4

9 8

13 12 11

23

18

9 6
12 9

8

20

29
24 24 24

26
28

30

41

30

40

30 29

25

0

5

10

15

20

25

30

35

40

450

10

20

30

40

50

60

70

80

90

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元 R２ R３

国体入賞競技数
(正式競技)

国体入賞数

(得点にかかわらない種目

および公開競技含む)

ῃ ᵣ

῀

ῃ Ҭ ᵣ ᴪ

῀

国体総合順位

（競技） 順位（位）



ẉ Ҳ ὕ ṑ

主な課題

ḱ ṇ

ḱ ḭ ︢ ḭ ṇ ︡

ḱ פּ ṇ

ḱ ṇ

令和３年に延期された東京2020オリンピック競技大会では本県出身選手が過去最多の７人出場し
た。また、国民体育大会では平成30年度から20位台を維持しているとともに、ジュニア選手の育成も
進んでいる。

一方で、成人の週１回以上運動・スポーツをしている人の割合は本県では54.9％と全国よりも低い状
況となっている。

引き続き、競技力の向上に努めるとともに、誰もがスポーツを「する」「みる」「ささえる」活動ができる
よう、生涯スポーツの環境整備を推進する必要がある。
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ӓ ṑ
ӓ

平成28年度～令和２年度の主な取組み

ḱ ḭ
ḱ
ḱṡ Ṣṕ Ṗ ṕR2 Ṗ
ḱṡ Ṣ ṕR2 Ṗ
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33

文化財の総指定件数

（令和３年度）

ḱ 223
ḱ 177

国県指定文化財件数

ᶮ ὑ ӓ ὑ ӓ ὑ̏ Ṕқ

H28 H29 H30 R元 R2 R3

新指定文化財（国） ０ １ １ ４ ０ ２

新指定文化財（県） ０ ２ １ ３ ２ ０

計 ０ ３ ２ ７ ２ ２

累計 ０ ３ ５ １２ １４ １６

（件）



ӓ ṑ
ӓ

主な課題

ḱ

ḱ ︡

ḱ ︡ ḱ ḱ

ḱ ṡ Ṣ

個別の文化財保護に加え、地域内における文化財を一体的に捉え、その個性（地域性）を明確にし、
一層の保存・活用を推進する必要がある。
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